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D・H・ ロ レ ン ス のTheRainbowの 一 断 面

そ のChronicle構i造 の 意 味 す る もの

西 田 稔*

TheIVIeaningoftheChronicleStructure

inD.1-i.Lawrence'sTheRainbow

MinoruNISHIDA

(1977年9月30日 受 理)

C1)

D.H.Rレ ン ス のTheRainbow(『 虹 』)は 表 面 的 な 構 成 か ら 見 れ ば,中 部 イ ン グ ラ ン

ドの ダ ー ビ シ ア と ノ ッ テ ィ ン ガ ム シ ア の 州 境 地 方 に,小 説 の 舞 台 に 現 わ れ る 以 前 を 含 め て

数 世 代 に わ た っ て 住 む ブ ラ ン グ ウ ェ ン(Brangwen)家 の 最 近 三 代 の 人hの 歴 史 の 形 を と っ

て い る.し か も そ こ に は 確 か にF.R.リ ー ヴ ィ ス(F.R.Leavis)も 指 摘 す る よ うに,そ の

地 方 の 社 会 史 と し て す ぐれ た 面 も あ る.す な わ ち リ.一一.ヴィ ス は,"Thenovel(i.e.The

Rainbow)hasforthemetheurgency,andthedifHcultstruggle,ofthehigherhuman

possibilitiestorealizethemselves...."1)と し な が ら も

AndhowmuchofEnglandthatcanhavenootherrecordthanthecreativewriter'sthere

isinTheRainbow.Thewealthofthebookinthisrespectissuchasmustmakeitplainto

anyreaderthat,associalhistorian,Lawrence,amongnovelists,isunsurpassed....The

Rainbowshowsusthetransmissionofthespiritualheritageinanactualsociety,andshowsit

inrelationtothegeneraldevelopmentofcivilization.WhereWomeninLovehasthat

astonishingcomprehensivenessofcontemporaryEngland(ortheEnglandof1914)The

Rainbowhasinsteaditshistoricaldepth.2)

と言 ってい る.

事 実1840年 頃,そ の地方に開かれた い くつ かの炭坑 をつな ぐ運河がつ くられ,ま た鉄道

が敷設 され,町 は発展 し,ブ ラソグウェ ソ家 はその町へ物資 を供給す るための半ば商人に

な ってゆ く.そ して小説に現われた二代 目のアナ(Arena)の 結 婚支度には新 発 明の洗濯物

しぼ り機が登場す るごと く物質文 明は徐 々に古 い生活様式や意識 を変 えてゆ く.三 代 目ア

ーシ
ュラ(Ursula)の 時 代にな ると機械文 明は,例 えば ア0シ ュ ラの学級担任教 師 ウィニフ

レッ ド・イ ンガー(WinifredInger)の 唯 物主義,最 大多数 の最大幸福を唱 える恋人 ス ク レ

ベ ンスキ ー(Screbensky)の 実 体のない一種 の民主主義的功利主義 となって,小 説 の場面 に

重要 な意味を もってあ らわれ,ア ーシュラはそれ らに反発 してゆ く.こ うい った点で『虹』
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とい う作品の一つの面 として,実 際の18世 紀 半ぼか ら19世 紀 末 にか けての特 定の地域 の社

会史的な面があ り,そ の方面か らも鋭い文 明批評 を この作 品の中に読み とる ことは可能で

あ る.

しか し,こ の小説を読む時 の全体的 印象 は,ま た普通の意味での数世代の家族の歴史や,

あ る広が りを もつ社会を描 く社会史的 なもの と違 っている.す なわち,例}ば トーマス ・

マン(ThomasMann)のBuddenbrooksや ゴールズ ワーズ ィ(Galsworthy)のTheForsyte

Chroniclesな どの ように外 に広が りをもつ社会 の中にあ る,い わば客観的世界に基盤をお

く一家族 の数世代 の歴史 とい った もの と異 なった印象を受 ける.

『虹』 の全体的構 図は もっ と集 中的 な,そ して同時にあ る意味で宇宙的な深 さを もつ世

界 とい った ものである.し か もその中に先 に見た よ うなす ぐれた社会史的な面 とともに数

世代にわた る一家族 の歴 史 といった ものが融合 され組み込 まれてい るのであ る.こ の『虹』

のいわば よ り深い ドラマティ ヅクな要素 と社 会ない し家族 の歴史 とい った要素は この作品

におい てどのよ うに して一つ のもの とな り,特 殊 な 『虹 』 とい う作品の世界を構成 してい

るかを見 てみたい と思 う.

C2)

小説の構成はその小説の主題 と切 り離せないものである.従 って 『虹』の構成上の特質

を見るにあたっても,こ の作品の主題の特質 との関連のもとに見なけれぽならない.

小説の冒頭から極めて明瞭なのは,こ の作品は一つの希求 ・願望をテーマとしたもので

あるとい うことである.小 説のは じめ近 くに,

TherewasalookintheeyesoftheBrangwensasiftheywereexpectingsomethingun-

known,aboutwhichtheywereeager.3>

とあ る.こ の希求 ・願望 の ト・一一ソは小説全篇 を貫 くものである.こ こか らこの小説の特殊

な集中性がでて くる.

また これに続 く部分で,天 地創造期 の天 と地 と人 との交 わ りを思わす よ うな描写があ る.

Butheavenandearthwasteemingaroundthem,andhowshouldthiscease?Theyfeltthe

rushofthesapinspring,theyknewthewavewhichcannothalt,buteveryyearthrows

forwardtheseedtobegetting,and,fallingback,leavestheyoung-bornontheearth.They

knewtheintercoursebetweenheavenandearth,sunshinedrawnintothebreastandbowels,

therainsuckedupinthedaytime,nakednessthatcomesunderthewindinautumn,show-

ingthebirds'nestsnolongerworthhiding.Theirlifeandinterrelationsweresuch;feeling

thepulseandbodyofthesoil,thatopenedtotheirfurrowfo.rthegrain,andbecamesmooth

andsuppleaftertheirploughing,andclungtotheirfeetwithaweightthatpulledlikedesire,

lyinghardandunresponsivewhenthecropsweretobeshownaway.Theyoungcorn

wavedandwassilken,andthelustreslidalongthelimbsofthemenwhosawit.Theytook

theudderofthecows,thecowsyieldedmilkandpulseagainstthehandsofthemen,the

pulseofthebloodoftheteatsofthecowsbeatintothepulseofthehandsofthemen.They

mountedtheirhorses,andheldlifebetweenthegripoftheirknees,theyharnessedtheir

horsesatthewagon,and,withhandofthebridle-rings,drewtheheavingofthehorsesafter

theirwi11.4)

こ の よ う に ブ ラ ン グ ウ ェ ン 家 の 人 々(特 に 男 た ち)は,い わ ば 古 代 的 と も い}る 生 命 に 満
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ちた豊穰 な天地 との交歓 の世 界 一一一blood-intimacyの 世 界 一 へ深 く根差 し浸 ってい るので

ある.し か し彼 らも野 良で働 く手 を休 めて見 上げる と,は るかに丘の上にそび}る イル ク

ス トンの教会 の塔が見 え,何 かか なたの世 界を感 じる.そ して この古代的な,天 と地 と生

命 との交わ りの世界は,い わば幼児期 の無垢 の世界 であ って,外 界の変化やその衝撃に弱

い半ば盲 目的な ものであ る.

そ れに対 して,女 た ちはそ のblood-intimacyの 世 界 に半 ぽ浸 りなが らも,そ れ と違 った,

よ り広い よ り高次の生を願望 し,特 に彼女 の子供 には そ うした生 を与 えてや りたい と願 っ

てい る.す なわち女たちは,上 の よ うな半ば盲 目的な天 と地 の 自然 との交わ りに よる充足

にあ きた らないのであ る.

Thewomenweredifferent.Onthemtoowasthedrowseofblood-intimacy,calves

suckingandhensrunningtogetherindroves,andyounggeesepalpitatinginthehandwhile

thefoodwaspusheddowntheirthrottle.Butthewomenlookedoutfromtheheated,

blindintercourseoffarm-1ife,tothespokenworldbeyond.Theywereawareofthelips

andthemindoftheworldspeakingandgivingutterance,theyheardthesoundinthedis-

tance,andtheystrainedtolisten.5>

この よ うに,よ り広い,よ り高い世界の存在に心を向け,そ うした生へ の参与 の資格を

与え るものは教育の力だ と決め る.そ してその教育を彼女 らの子供に与}た い と願 う.

Itwasthis,thiseducation,thishigherformofbeing,thatthemotherwishedtogiveto

herchildren,sothattheytoocouldlivethesupremelifeonearth.s>

これ はまた,ロ レンスの前作SonsandLovers(『 息、子 と恋 人』)に おけ る母 の願い と同 じ

パ ター ソであ り,男 たちの案外現状の まま生の充足を得 る土着性 ともい うべきものに対 し

て,ア ダム とイヴの昔か ら女 は外部の より広 い知識や生を望む もの と言え よ うか.リ ・一一ヴ

ィスは このよ うな願 いにつ いて

Themother'saspirationforherchildrenisofitsverynatureindeterminate.Whatmean-

ingitcantakeonbywayofvindicatingitself,whatvaluesmaygiveitameaning,willbe

discoveredandcreatedintheliving‐intheactuallifeof.individual.Buttheindividualis

bothachildandaparent:theeffortofrealizationanddiscoverystartsagainineachgenera-

tion‐iscarriedonbystartingagain(Lawrencefeelswithpeculiarforcethisparadoxofa

continuitythatisatthesametimediscontinuity);anditisanessentialpartoftheunder-

takingo£TheRainbowtodealwiththreegenerations.'

と し,ま た

LawrenceIhaveremarked,feelswithapeculiarresponsivenesstheparadoxofacontinuity

thatisatthesametimediscontinuity:livesareseparate,butlifeiscontinuous‐itcontinue・

inthefreshstartbytheseparatelifeineachgeneration.8)

と述べている.い まこの何世代かにわたる何ものかの希求 ・願望とい う生の不連続 と連続

を,ロ レンスの前作 『息子と恋人』の場合と対比 して考察してみたい.
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簡 単 に言 って 『息子 と恋人』 では,父 ウォル ター(Walter)の これ も土 と縁のあ る肉体労

働者 と しての素朴で野性的ではあ るが温い生命力 と母 ガー トル.一一.ド(Gertrude)の 繊 細な精

神一 それは また より高 い生 ・より広 い人間の活動を希求す るものであ るが一 この両親双方

の特質を息子 ポール(Paul)は 共 に受 け継 ぎ,か つ父 と母 とのいわぽ二元的に分裂 し,ま た

盲 目的 に苦 しむ世界 に反発 し,そ の どち らを も批 判 ・拒絶す ることに よって,新 しい根源

的 な全一 の生 の探求 を指 向す るのである.

この ように前 の世代 の生命 力や精神 を受 け継 ぎなが ら,そ の中途半端 さや 盲目性を超克

しようとす るパ タ.一一.ソが 『虹』 の ブラソグウェン家の各世代に見 られ るのである.小 説 の

は じめに描 き出 される豊穰 な天地 との血 の交歓‐blood-intimacy‐ に 生 きる男(そ の代表

者 は トム(Tom)だ が)と,そ の よ うなblood-intimacyの 生 に あきた らず,よ り高 い次元

の より広 い生 を求 める女 の世界 は まさにr息 子 と恋人』の ウォル タ'一一.とガー トル.一一.ドの世

界 である.

しか しここで二 つの小説 の差異 もあ る.し か もその差異は重要だ と思われ る.『 息子 と

恋人』 の両親 の世界 と違って,『 虹』 の このはやい世代におい ては 男の素朴 な大地や生命

との交わ りの世界 と女 の よ り高い よ り広い生への希求 ・願望は0応 の調和 を示 している.

このいわ ば男女異質 な ものの調和 は ここでは まだ無 自覚 なものであ り,低 次元 な もの とさ

えいえる.ま た女 たち も,例 えぽ トムの妻 リデ ィア(Lydia)も ガ ー トルー ドの強い 自我 を

もっていない.し か し結 婚後二年 間の他者同士(リ ディアは外 国人 でもある)の 何か よそ

よそ しさのあ とで達成 した男女 両性 の調 和の世界は美 し く力強 く描 き出され る.こ の トム

とリデ ィアの調和 の世界 の生 みだ した大 空にかか る虹のイ メージは壮大 でさえ ある.

Anna'ssoulwasputatpeacebetweenthem.Shelookedfromonetotheother,andshe

sawthemestablishedtohersafety,andshewasfree.Sheplayedbetweenthepillarof

fireandthepillarofcloudinconfidence,havingtheassuranceonherrighthandandthe

assuranceonherleft.Shewasnolongercalledupontoupholdwithherchildishmight

thebrokenendofthearch.Herfatherandhermothernowmettothespanoftheheavens,

andshe,thechild,wasfreetoplayinthespacebeneath,between.9)

こ こでは半ば無 自覚的で,自 我 と自我 との闘争 のない幸福 な古い時代の調和が見 られ るの

ではなかろ うか.そ れなれば こそ ロレソスは この世界 をア ーシュラの現代 よ り三代の以前

に さかのぼ らせた もの と思われ る.フ ラン ク ・G・ ス ミス(FrankGloverSmith)は

Theancientworld,meninvitalrelationtothecircumambientuniverse;theEnglish

countryworldatthecloseoftheeighteenthcentury,theBrangwensimmersedintheirlife

ofblood-intimacy.Thetwoworldsandtheirtermsaresurelyinterchangeable.These

earlyBrangwens,`facinginwardstotheteeminglifeofcreation',arepatriarchal,tribal,pagan,

`staringintothesun, .10)

と言っている.

この トムが洪水で死ぬ場面はノアの洪水にも比すべき壮大さで描かれていて,あ たかも

そのパRデ ィの如 くこうした古代的な素朴さおおらかさをもった幸福な世界の終焉を示す

ものとして適靭である.し かもこの洪水は近代文明のもたらした運河の水の温れ出たもの

であることも象徴的である.
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(3)

次 の 世代のアナは リデ ィア よ りずっ と強い 自我 を も・った女であ って,一 歩現代に近づい

ている といえる.ア ナは義 父 トムの甥 ウィル ・ブラングウェン(WillBrangwen)と 結 婚す

るが,だ んだん ウィルの教会建 築物 もしくは教 会の儀 式 ・教義 ・説教 とい った ものに対す

る,理 知 を排 した ような陶酔 にい らだちを感 じは じめる.

`Whetherit(i
.e.water)turnedintowineorwhetheritdidn't,'hesaid,`itdoesn'tbother

me.Itakeitforwhatitis.'

`Andwhatisit～'sheasked
,quickly,hopefully.

`lt'stheBible
,'hesaid.

Thatans`verenragedher,andshedespisedhim.ShedidnotactivelyquestiontheBible

herself.Buthedropehertocontempt.

AndyethedidnotcareabouttheBible,thewrittenletter.Althoughhecouldnotsatisfy

her,yetsheknewofherselfthathehadsomethingreal.Hewasnotadogmatist.Hedid

notbelieveinfactthatthewaterturnedintowine.Hedidnotwanttomakeafactoutof

it.Indeed,hisattitudewaswithoutcriticism.Itwaspurelyindividua1.Hetookthat

whichwasofvaluetohimfromtheWrittenWord,headdedtohisspirit.Hismindhelet

sleep.rユ)

ア ナは ウィルの中に何か真な るものを感 じなが らも,ウ ィル個人 のみ の内なるもの よ りは

もっと普遍的な,い わば 自分の参加で きる何 ものかを欲 しているといえ よう.理 知 を完全

に閉めだ した よ うな ウィルの中世的 ともいZ.る 陶 酔に憎 しみ を感 じるのである.

ウ ィル と二人で リンカ.一一一ソ大聖堂を訪れた ときも,は るかか なた に町 の空 高 くに大聖堂

が見えだす と,ウ ィルの魂は興奮 して,``Theresheis".12)と 叫.ぶ それ に対 してアナは

はや くも"Why`she'PItwas`it'.Whatwasthecathedral,abigbuilding,athingof

thepast,obsolete,toexcitehimtosuchapitch?"13)と 反 発 する.

大 聖堂の中に入 るとさすがに彼女 も圧倒 され心 の高揚を感 じるが,そ れ に屈服 されまい

と努め る.

She(i.e.Anna)toowasovercome,butsilencedratherthantunedtotheplace.She

loveditasaworldnotquiteherown,sheresentedhistransportsandecstasies.Hispassion

inthecathedralatfirstawedher,thenmadeherangry.Afterall,therewastheskyoutside,

andinhere,inthismysterioushalf-night,whenhissoulleaptwiththepillarsupwards,it

wasnottothestarsandthecrystallinedarkspace,buttomeetandclaspwiththeanswering

impulseofleapingstone,thereintheduskandsecrecyoftheroof.Thefar-ofdclinching

andmatingofarches,theleapandthrustofthestone,carryingagreatroofoverhead,awed

andsilencedher.

Rutyet‐yetsherememberedthattheopenskywasnobluevault,nodarkdomehung

withmanytwinklinglamps,butaspacewherestarswerewheelinginfreedom,withfreedom

abovethemalwayshigher.14>

しか しアナの反発の基盤 もそれほ ど明確な ものでは ない.ウ ィルの中世的 な陶 酔に対 して,

よ り広い世界,そ の外 にあ る宇宙 とい った ものの存在を忘れず,そ の ブラン グウェン家 の
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女たちが昔からもっていた感覚に,ま だもひとつ漠 とした自我の主張が加わったものとい
}よ う
.

ウィルの半ば盲目的な陶酔に反発 して,ア ナはその結果,ま だはっきりとは自覚 してい

ないが,も っと自己とい う人間の真の存在そのものに根差 した神を求め,原 始主義的な見

えざる神に捧げる裸の踊 りを踊る.こ れはいわば人間の原初の生命に捧げる踊 りであって,

アナの直感的な感覚が,生 命を胎内にはらんでいるとき,自 らも自室で裸になって踊るこ

とによって本能的に求めた暗い神といえる.

しかしアナの自我はその後,真 の生の探求の強い自覚をもたない故に弱まってゆき,ウ

ィルとの一・応の調和は得たものの中途半端なものに終 っている.そ こにあらわれる虹のイ

メージは次のようになっている.

Ifshewerenotthewayfarertotheunknown,ifshewerearrivednow,settledinherbuild.

edhouse,arichwoman,stillherdoorsopenedunderthearchoftherainbow,herthreshold

reflectedthepassingofthesunandmoon,thegreattravellers,herhousewas.fulloftheecho

ofjourneying,15)

か ど

それは何か弱い感じで,そ してまだ何かそこから出発 しなければならない門口のようなも

のである.

C4)

真 に近代的な 自覚のあ る自我を もち,古 い もの中世的 な もの と次 々と徹底的に訣別 し,

しか もブラソグウェソ家の希求,す なわち よ り広 い より深 い真 の生命 の探 求に向 うのは三

代 目の アーシュラであ る.彼 女の状況は ます ます天 と地 とい う自然 との交歓 や,本 能的 と

もい}る 素朴な信仰,半 ば盲 目的な 自我の 自信 な どか ら遠 く隔って しまってい る現代 とい

う時代であ る.=機 械 産業の発達,近 代社会 の複雑化 もあって,真 の生命の探求は よ り.__.

困 難 な もの とな ってい る.そ こへ彼女の資質 である理想追求 の徹底性 が加わ って困難は倍

加 され るのであ る.

ア ーシュラは幼い時か らすでに一切 の外物に対す る虚妄感 に悩 まされてい る.幼 い頃,

種 を蒔いた ところを歩いて叱 られた時 も,``Butshewasalwaystormentedbytheunre-

alityofoutsidethings。"16)と あ る.大 地 は歩 くためにあ るのであ って,畠 といえ どもな

ぜそ こだけ歩いていけない理 由とな るのか得心がいか ないのである.こ の よ うな感覚は現

代的な ものであ る.

そ の後,ア ーシュラは成長 し幼時大好 きだ った父親 との絆 も弱ま り,ま た母権家庭 とも

い うべ きものを築 きただ多 くの子供の子育 て),rV`.安住 している母 アナを嫌悪 し家庭 な るもの

か らの脱 出をはか る.ま ず どこかの小学校の代用教員 となろ うとするが,い ろいろのい き

さつののち遠 くの土地へ出 ることを断念せ ざるを得 な くなって,近 くの主 として貧 しい人

々の子供の通 う小学校 に奉職す ることとな る.そ こで彼女 は一 つの高い理想を もって新 し

い世界へ 入 ってい こうとす る.自 分は他の先生達 と違 って真 に子供一人 ひ と りの人格 を認

め子供達 の心が分 り子供達 と共に学ぶ教師 とな ろ うと決意す る.し か しこの ような態度の

ためかえ って彼女は小悪魔の よ うな子供達に軽 く見 られ,ま た統 制の とれな くな った学級

は学校 一の始末におえない クラス とな る.子 供達やそれに加}て 校長 な どの他 の教師達 の

冷酷 な批判 との長 い精神的格 闘のす え,つ いに忍耐 しきれな くな った彼女は半ぽ=激情にか
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られて他の教師 と同じように生徒に鞭をふるってしまう.こ うして自分と子供達との間に

人格対人格の交流を求めたアーシュラは,そ の理想が崩れ単に 「第五学級担任教師」とい

う抽象的存在 となってしまう.

二年間の代用教員時代を経てアーシュラは大学に入るが,は じめは大学及び大学におけ

る学問について理想像を頭に描き,ガ ウンを着た教授達は皆聖職者であ り,そ の口から語

られる言葉は神か ら来る真理のように思い,熱 心に聴講 しノ.__.トをとる.し かしやがて教

授もただの人であり,講 義の内容も神聖な真理などではなく手垢のついた知識とい う商品

にすぎず,学 生達も将来実社会へ出てゆ くための備品を購っているに過ぎないと深い幻滅

を感 じる.こ うして過去のもの古いものを次つぎと拒否 し,新 しい状況にある希求と理想

をもってぶつかってゆ く姿勢が

しrsulainTheRα 伽60別isasortoffemaleQu{xotewhopassesthroughoneexperience

afteranotherinquestofher``trueself∵,17)

と評 され るゆえんで あろ う.

初 恋の人 スク レベ ソスキ ・一一との再会に際 しても,ア ーシュ ラは人 間の存 在価値 を含めて

戦争や国家について次の よ うに議論す る.

`Wouldyouliketogotowar?'

`1?Well
,itwouldbeexciting.IfthereawarIwouldwanttogo.'

Astrange,distractedfeelingcameoverher,asenseofpotentunrealities.

`Whywouldyouwanttogo?'

`I
shouldhedoingsomething,it≪couldbegenuine.It'sasortoftoy-lifeasitis.

`It'saboutthemostseriousbusinessthereis
,fighting.'

Asenseofhardseparatenesscameoverher.

`Whyi
sfightingmoreseriousthananythingelse?'sheasked.

`Youeitherkill
orgetkilled‐endIsupposeitisseriousenough,killing.

`Butwhenyou'redeadyoudon'tmatteranymore
,'shesaid.

`
...Whatdoyoufightfor,really?'

`Iwouldfightforthenation
.'

`Forallthat
,youaren'tthenation.WhatwouldyoudoforyourselfP'

`Ibelongtothenation
.andmustdomydutybythenation.'

`Bitwhenitdidn'tneedy
ourservicesinparticular‐whenthereisnofighting?What

wouldyoudothenP'

ewasirritated.

`Iwoulddotivhatevervboclyelsedoes
.'げ4

`What?'

`Nothing
.IwouldbeinreadinessforwhenIwasdeeded.'i8)

軍 人 であ るス ク レベ ンスキ ーは,国 家 ・社会に対 して自分の義務を果す とい う以外に人生
　

の 目的 を何 ももっていない.し か しアー シュラは本来…・人ひ と りの人間実在を無視 した抽
　 　 　 　

象 で ある社会 ・国家 といった ものに興味 がない.ス ク レベ ンスキ ーの人生観は現代多 くの
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人 が 陥 ってい る罠であ って,実 在の人間は0人 ひ と りの個人 である.0人 ひ と りの個人が

生の充実 ・完成を 目指すのでなければ,社 会 ・国家 とい うものは無 に等 しい.そ の内容の

ない国家 ・社 会に対 して軍人であれ何で あれ職業上 の義務 を行 な うだけが人生 の 目的であ

れば,本 質的には空虚な ものが空虚な ものに奉仕す るだけ のこ とになる.ア ーシュラは

`Itseemstome
...asifyou`veren'tanybody‐asifthereweren'tanybodythere,where

youare.Areyouanybody,really?Youseemlikenothingtome.]9)

と言わ ざるを得ない.彼 女はその後 もスク レベ ソスキ.一一.との交際 を通 じて,ま す ます彼の

現代 を特徴 づけ る内部 の空洞 に気 付いてゆ き,つ いに ス クレベ ソスキーを拒否 するに至る.

C5)

このように小説 『虹』においては,ブ ラングウェン家の数世代の家族史の中にいわぽ時

間的 ・空間的ひろが りを圧縮 した0種 の世界史が認められるのである.そ れはあくまで数

世代の0家 族の歴史であ り,ま たその時代のその地域の社会史をもひそませながら,古 く

太古か らの人間の歴史の象徴 といった要素をもっている.そ れは自我の確立,自 覚への歴

史とも言xる.自 我の確立,自 覚への道は,一 面また同時に昔のおおらかな全一の生の崩

壊 ・分裂へ向うものでもある.こ の苦悩の重荷を本当に荷 うものがアーシュラである.小

説の結末で,恋 人を失い,胎 内の生命 との絆をもな くし,0切 の古いものとのつなが りを

断ち切ったアr-一シュラは,非 常な混迷 と苦悩の中から0時 的にはより古い母親アナのよう

なやす らぎの世界に逃げ込 もうとする.し かしアーシュラの内部にある,ほ とんど無意識

の底にある真の生への希求,ス クレベンスキ'一一一では得られなかった真の男女結合への希求

は強 く,両 親の中途半端な世界はついに受け入れることができないものである.そ して苦

悩 と混迷の中か ら新生の虹のヴィジョンを見るのである.こ こでも 『息子と恋人』の結末

と同じパターソが見 られ,そ れは過去の世代の課題を背負いながら過去の一切を否定する

連続 と不連続の様相である.

時間の広が りの圧縮はまたこの作品 『虹』における各場面 ・各挿話の取扱い,挿 話 と挿

話の特殊なつながり方に見 られる.『 虹』においては,い わぽ二種の描写の方法が見 られ

る.一 つは客観的,具 体的,写 実的といい得るもので,も う一つは無意識の世界にもとど

く内面的,直 観的 ともいえるものである.そ して始めに述べた 『虹』の希求 ・願望のテー

マはこの二種の描写をうまく用いて描き出される男女の交渉,関 係の場面を通 じて追求さ

れる.そ の男女の交渉,関 係の究極に目差すところは各世代にわたって本質的違いはなく,

いわぽ一貫 して男女の本当の結合への希求といったものである.ま た客観的,具 体的写実

に よる場面のあるものは個々の人物の姿を明確にし.具 体的に一家族の歴史を形成 してい

るわけであるが,そ の種の場面も決 して平板な19世 紀の小説風に客観的な社会の中にある

家族史といった面は強 くない.印 象はやはりもっと集中的なものである.

ブラングウェン家の人々は奇妙に世間か ら孤立 したような人々である.少 くともその生

活の中心をなすものは,た だ一筋に自分の希求の世界,男 女の真の結びつきを 目差 した世

界に生きるとい うことである.そ の中では,客 観的,具 体的な場面も,ト ムの洪水による

死の場面のように象徴的意味を帯びるか,ま たア0シ ュラの学校での経験が彼女の外界に

対する空虚感を浮き出させるように,人 物の内面の世界に深 くかかわ って くるような機能

を多 くもつのである.
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ここに,客 観的,写 実的な面 と相まって,作 品 『虹』は具体的な一つの家族史であ り,

またその地方のある時代の社会史であると同時に,象 徴的には一種の世界史もしくは人類

史といえる面を強 くもつ.『 虹』の特殊な時間的ひろが りは,こ の二重の構造をもつ こと

によって,一 種深さをもつ集中性を帯びるものとなっていると言える.

〔付記〕 この小論は日本ロレンス協会第7回 大会(広 島工業大学)で,『 虹』をめぐるシンポジウ

ムにおいて報告したものをもとに,修 正 ・補筆したものである.
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Summary

D.H.Lawrence,inTheRainbow,dealswiththequestofthreegenerationsofthe

Brangwens.F.R.Leavishassaidthatthenovelhasforthemetheurgency,andthe

difficultstruggle,ofthehigherhumanpossibilitiestorealisethemselves,andalsothat

howmuchofEnglandthatcanhavenootherrecordthanthecreativewri.ter'sthereis

inTheRainbow.Thewealthofthebookinthisrespectissuchasmustmakeitplainto

anyreaderthat,associalhistorian,Lawrence,amongnovelists,isunsurpassed.Itistrue

TheRainbowisexcellentinitsdealingwithbothafamilyhistory(thequestofthree

generationsofafamily)andthesocialhistoryofitsowntime.Butasforthehistoryin

TheRainbow,theimpressionwereadersreceiveisratherdifferent.TheRainbowis

nottheordinaryfamilyhistoryorsocialhistoryonly.Thecharactersinthebookhave

ratherlittlecontactwiththeactualoutersociety.Thebookismoreconcentrated.

InTheRainbow,afamilyorsocialhistoryhasakindofsymbolicphase.Andthe

threegenerationsmake,inaway,ahistoryoftheworldorahistoryofmankind.Tom's
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generationstandsfortheancientages,andthegenerationofWillandAnnasomewhat

showsthemedievalages,andUrsulalivesinthemoderntime.

But,atthesametime,Therainbowtreatsthesamequestofthreegenerationsofthe

Brangwensforthetruelife,theidealunionofamanandawoman.Soeachgeneration

succeedsthequestoftheformergeneration,andrejectsparents'oldwayoflife,justasin

SonsandLovers.

HereTheRainbow,inthisdualstructure,showsconcretelythequestofthreegenera-

tionsoftheBrangwensandsymbolicallyahistoryoftheworldorahistoryofmankind.

Thenthenovelcomestogetmoredepth.


